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【短報】対馬–博多間航路のフェリー船上で採集さ
れたハラアカコブカミキリ

ハ ラ ア カ コ ブ カ ミ キ リ Moechotypa diphysis 
(Pascoe, 1871) は，日本国内ではもともと長崎県対
馬のみに生息する種であった．しかし，1980 年代
以降九州本土および中国・関西地方へ侵入し，定
着している（草間・高桑 , 1984；大長光・金子 , 
1990；福井，2007）．対馬から日本本土への分散は，
主に対馬からの薪やシイタケ栽培用のほだ木の移
入に伴って生じたと推察されている（大長光・金子 , 
1990；高桑，2007）．

今回 , 著者らは対馬 – 博多間のフェリー船上に
て本種を採集したので，本種の移動分散にかかわ
る重要な事例として記録しておく．

1♀，フェリーげんかい船内（比田勝 – 博多航路）, 
18. V. 2014， 宮島健採集・保管（中原亨同定）．

採集個体は，対馬市の比田勝港から福岡市の博多
港へと移動するフェリーげんかい（九州郵船）の，
フェリー後方の甲板上を歩行していた．今回の発見
は，本種が船舶に紛れ込んで島外へと非意図的に分
散する可能性があることを示唆している．本種はシ
イタケのほだ木の害虫として著名であり , 侵入した
九州や中国地方においてシイタケ栽培に大きな被
害をもたらしてきた（大長光・金子 , 1990；福井，
2007）．今回のような船舶移動に伴う害虫の拡散は，
農業被害等の拡大を引き起こす恐れがある．

船舶に紛れ込んだ昆虫の非意図的な分散はカミ
キリムシ以外でも報告されており（苅部 , 2001；
山本 , 2010），対馬 – 博多航路においても他の害虫
の非意図的分散が起こる可能性がある．例えば，
対馬ではアジア原産の外来種ツマアカスズメバチ
が 2012 年に日本で初めて確認されており（Ueno, 
2014），船舶移動に伴う日本本土への侵入が懸念さ
れる．ツマアカスズメバチの食性は主に昆虫類で

あり，日本本土への侵入に伴い，捕食による他の
昆虫類への影響や人体への刺傷被害などが拡大す
る恐れがある．このような船舶移動に伴う害虫や
外来種の非意図的導入を防ぐためには，船内の検
査体制を厳格にすることが求められるだろう． 

本報告は，文部科学省博士課程教育リーディン
グプログラム「持続可能な社会を拓く決断科学大
学院プログラム」の組織研修ワークショップ参加
中の採集記録である．

末筆ながら，本稿をまとめるにあたり，雌雄確
認などにご協力をいただいた有本晃一氏（九州大
学大学院生物資源環境科学府），原稿にご助言をい
ただいた細谷忠嗣博士（九州大学持続可能な社会
のための決断科学センター）にお礼申し上げる．
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